
(57)【要約】

【課題】カメラからの画像を元にしてポインティングを

行ない、文字入力時のカーソル移動を行なう携帯端末装

置を提供することを課題とする。

【解決手段】携帯端末装置１０は表示部１２と操作部１

４が連結部１８で開閉可能に連結された構造となってい

る。連結部１８にはカメラ１６が設けられ、撮影して取

りこんだ画像の特定箇所は座標基準として設定する。使

用者がカメラ１６ごと携帯端末装置１０を上下左右に振

ると、撮影画像も同時に動き、前記座標基準となった画

像からズレが発生する。このズレを画像解析回路にて解

析し、座標基準からの移動量としてＣＰＵに送る。ＣＰ

Ｕではメモリに記憶された基準値と前記移動量を比較し

、カーソル移動量に換算する。得られたカーソル移動量

はディスプレイ回路に送られ、ディスプレイ２６上でカ

ーソルの移動として表示される。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
外 部 の 映 像 を 撮 影 し て 取 り 込 む こ と の で き る 撮 影 手 段 と 、
前 記 映 像 を 表 示 す る 表 示 部 と 、
前 記 表 示 部 に 表 示 さ れ た 映 像 内 の 特 定 の ２ 箇 所 を 座 標 基 準 と し て 設 定 可 能 な 設 定 手 段 と 、
前 記 撮 影 手 段 で 撮 影 さ れ 基 準 と し て 設 定 さ れ た 前 記 特 定 箇 所 の 前 記 座 標 基 準 に 対 す る 移 動
量 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、
前 記 表 示 部 に ソ フ ト ウ ェ ア キ ー ボ ー ド を 表 示 し 表 示 さ れ た キ ー を Ｘ 方 向 成 分 と Ｙ 方 向 成 分
に 基 づ い て 移 動 す る カ ー ソ ル で 選 択 し 決 定 す る こ と で 入 力 が 可 能 な 入 力 画 面 に 切 替 え 可 能
な 切 替 え 手 段 と
前 記 移 動 量 を 前 記 入 力 画 面 上 の Ｘ 方 向 成 分 と Ｙ 方 向 成 分 と に 数 値 化 す る 解 析 手 段 と 、
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 座 標 基 準 に 対 す る 前 記 特 定 箇 所 の 移 動 に 対 応 す る 前 記 カ ー ソ ル の 移 動 方 向 を Ｘ 方 向 、
Ｙ 方 向 と も 独 立 し て 切 替 え 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 カ ー ソ ル の 移 動 量 が 映 像 内 で の 前 記 特 定 箇 所 の 移 動 速 度 に 対 応 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 端 末 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
カ ー ソ ル リ タ ー ン は 装 置 本 体 に 設 け ら れ た リ タ ー ン キ ー で 行 な わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 携 帯 端 末 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 携 帯 端 末 装 置 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
携 帯 端 末 装 置 （ Ｐ Ｄ Ａ ） に お い て 、 マ ウ ス カ ー ソ ル を 動 か す 信 号 を 生 成 す る 方 法 と し て 操
作 者 の 画 像 を 取 り こ み 、 視 線 の 動 き や 瞬 き で ク リ ッ ク 、 頷 き や 首 振 り な ど で カ ー ソ ル 移 動
を 行 な う ア イ デ ア は 従 来 か ら 存 在 す る 。 こ れ ら は マ ウ ス カ ー ソ ル の 動 作 に 手 指 の 動 き を 必
要 と し な い の で キ ー 入 力 に 集 中 で き る 利 点 が あ る 。 （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ）
し か し 同 時 に 、 マ ウ ス カ ー ソ ル の 操 作 に 顔 面 の 動 き な ど を 必 要 と し 、 手 の 動 き だ け で は マ
ウ ス カ ー ソ ル を 操 作 で き な い の で 操 作 が ど う し て も 遅 く な る 欠 点 が あ る 。 ま た 、 手 指 以 外
の 場 所 で マ ウ ス カ ー ソ ル 操 作 を 行 な う の で 意 図 せ ず 瞬 き や 首 振 り を し た 結 果 、 誤 操 作 と な
る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
文 字 入 力 に タ ッ チ パ ネ ル を 使 用 し た 例 も あ る が 、 携 帯 端 末 装 置 で は 表 示 板 が 小 さ い た め 、
五 十 音 表 な ど を 使 用 す る と 表 示 が 非 常 に 細 か く な り 、 押 し 間 違 い を し や す く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 平 １ １ － ３ ４ ５ ０ ７ ３ 号 公 報 （ 第 ２ ～ ３ 頁 、 第 ３ 図 ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ７ － ２ ３ ２ ６ ３ 号 公 報 （ 第 ２ ～ ３ 頁 、 第 ６ 頁 ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
本 発 明 は 上 記 事 実 を 考 慮 し 、 カ メ ラ か ら の 画 像 を 元 に し て ポ イ ン テ ィ ン グ を 行 な い 、 文 字
入 力 時 の カ ー ソ ル 移 動 を 行 な う 携 帯 端 末 装 置 を 提 供 す る こ と を 課 題 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ に 記 載 の 携 帯 端 末 装 置 は 、 外 部 の 映 像 を 撮 影 し て 取 り 込 む こ と の で き る 撮 影 手 段
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と 、 前 記 映 像 を 表 示 す る 表 示 部 と 、 前 記 表 示 部 に 表 示 さ れ た 映 像 内 の 特 定 の ２ 箇 所 を 座 標
基 準 と し て 設 定 可 能 な 設 定 手 段 と 、 前 記 撮 影 手 段 で 撮 影 さ れ 基 準 と し て 設 定 さ れ た 前 記 特
定 箇 所 の 前 記 座 標 基 準 に 対 す る 移 動 量 を 検 出 す る 検 出 手 段 と 、 前 記 表 示 部 に ソ フ ト ウ ェ ア
キ ー ボ ー ド を 表 示 し 表 示 さ れ た 文 字 を Ｘ 方 向 成 分 と Ｙ 方 向 成 分 に 基 づ い て 移 動 す る カ ー ソ
ル で 選 択 し 決 定 す る こ と で 入 力 が 可 能 な 入 力 画 面 に 切 替 え 可 能 な 切 替 え 手 段 と 前 記 移 動 量
を 前 記 入 力 画 面 上 の Ｘ 方 向 成 分 と Ｙ 方 向 成 分 と に 数 値 化 す る 解 析 手 段 と 、 を 備 え た こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 記 構 成 の 発 明 で は 、 撮 影 し た 画 像 の う ち 特 定 の ２ 箇 所 を そ れ ぞ れ Ｘ 方 向 の 座 標 基 準 及 び
Ｙ 方 向 の 座 標 基 準 と し た 時 に 、 撮 影 手 段 か ら 随 時 取 り 込 ま れ る 画 像 の 特 定 箇 所 の Ｘ 方 向 お
よ び Ｙ 方 向 の 移 動 量 を 表 示 部 に 表 示 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア キ ー ボ ー ド 上 の Ｘ 成 分 と Ｙ 成 分 に
換 算 し 、 こ の Ｘ 成 分 と Ｙ 成 分 に 基 づ い て カ ー ソ ル を 動 か し 、 決 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 携 帯 端 末 装 置 は 、 座 標 基 準 に 対 す る 前 記 特 定 箇 所 の 移 動 に 対 応 す る 前 記
カ ー ソ ル の 移 動 方 向 を Ｘ 方 向 、 Ｙ 方 向 と も 独 立 し て 切 替 え 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
上 記 構 成 の 発 明 で は 、 例 え ば 携 帯 端 末 装 置 を 上 に 向 け る と カ ー ソ ル が 下 に 動 く 所 謂 リ バ ー
ス 操 作 と 、 カ ー ソ ル が 上 に 動 く 所 謂 ノ ー マ ル 操 作 と を 使 用 者 が 使 い 分 け る こ と が で き る 。
左 右 方 向 に 関 し て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 携 帯 端 末 装 置 は 、 カ ー ソ ル の 移 動 量 が 映 像 内 で の 前 記 特 定 箇 所 の 移 動 速
度 に 対 応 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 構 成 の 発 明 で は 、 携 帯 端 末 装 置 を ゆ っ く り 振 っ た 時 に は カ ー ソ ル が 少 し 動 き 、 素 早 く
振 っ た 時 に は カ ー ソ ル が 大 き く 動 く た め 、 操 作 が 迅 速 に 行 な え る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 携 帯 端 末 装 置 は 、 カ ー ソ ル リ タ ー ン は 装 置 本 体 に 設 け ら れ た リ タ ー ン キ
ー で 行 な わ れ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 構 成 の 発 明 で は 、 カ ー ソ ル リ タ ー ン を 装 置 本 体 に 設 け ら れ た リ タ ー ン キ ー で 行 な う こ
と が で き る た め 、 決 定 す る た め に 再 度 装 置 を 動 か す 必 要 が な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ に は 、 第 １ 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の 斜 視 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 １ に 示 す よ う に 、 携 帯 端 末 装 置 １ ０ は 表 示 部 １ ２ と 操 作 部 １ ４ が 連 結 部 １ ８ で 開 閉 可 能
に 連 結 さ れ た 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
表 示 部 １ ２ の 表 示 面 ２ ０ に は デ ィ ス プ レ イ ２ ６ が 設 け ら れ 、 電 話 帳 や Ｗ Ｅ Ｂ ブ ラ ウ ザ な ど
の 他 に 文 字 入 力 の た め の 五 十 音 表 を 含 む 入 力 画 面 や 、 文 字 入 力 用 の カ ー ソ ル 移 動 の 基 準 箇
所 を 決 定 す る 初 期 設 定 画 面 な ど を 表 示 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
連 結 部 １ ８ に は カ メ ラ １ ６ が 設 け ら れ 、 使 用 時 に は 光 軸 が デ ィ ス プ レ イ ２ ６ と 直 交 す る 。
カ メ ラ １ ６ で 撮 影 し 、 取 り こ ん だ 画 像 の 特 定 箇 所 は 座 標 基 準 と し て 設 定 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
操 作 部 １ ４ の 操 作 面 ２ ２ に は 操 作 ボ タ ン ２ ４ が 設 け ら れ 、 電 話 の ダ イ ヤ ル 等 の 他 に 、 文 字
入 力 時 の 決 定 、 取 り 消 し な ど の 操 作 を 行 な う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ２ に は 、 第 １ 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 が 示 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 カ メ ラ １ ６ で カ ー ソ ル 移 動 の た め の 座 標 基 準 と な る 外 部 の 映 像 を 撮 影
し 、 画 像 処 理 回 路 ３ ２ で 後 述 す る 白 黒 の 二 値 化 を 行 な う 。 基 準 値 は メ モ リ ３ ６ 上 に 記 憶 さ
れ 、 次 い で カ ー ソ ル 移 動 の た め の 画 像 解 析 が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
カ ー ソ ル 移 動 の た め に 使 用 者 が カ メ ラ １ ６ ご と 携 帯 端 末 装 置 １ ０ を 上 下 左 右 に 振 る と 、 撮
影 画 像 も 同 時 に 動 き 、 前 記 座 標 基 準 と な っ た 画 像 か ら ズ レ が 発 生 す る 。 こ の ズ レ を 画 像 解
析 回 路 ３ ４ に て 解 析 し 、 座 標 基 準 か ら の 移 動 量 と し て Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ に 送 る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ３ ０ で は
メ モ リ ３ ６ に 記 憶 さ れ た 基 準 値 と 前 記 移 動 量 を 比 較 し 、 カ ー ソ ル 移 動 量 に 換 算 す る 。 得 ら
れ た カ ー ソ ル 移 動 量 は デ ィ ス プ レ イ 回 路 ３ ８ に 送 ら れ 、 デ ィ ス プ レ イ ２ ６ 上 で カ ー ソ ル の
移 動 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ３ に は 、 第 １ 形 態 に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の 動 作 説 明 図 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ３ に 示 す よ う に 、 カ ー ソ ル 移 動 の た め の 座 標 基 準 を 設 定 す る た め に は 、 使 用 者 は ま ず カ
メ ラ １ ６ で 何 ら か の 画 像 を 撮 影 す る （ ａ ） 。 こ こ で は 使 用 者 自 身 を 背 景 ご と 撮 影 し て い る
（ ｂ ） 。 撮 影 さ れ た 画 像 は 表 示 部 １ ６ の デ ィ ス プ レ イ ２ ６ に 表 示 画 面 ４ ０ と し て 表 示 さ れ
る 。 表 示 画 面 ４ ０ を 確 認 し た 使 用 者 が 操 作 ボ タ ン ２ ４ で 決 定 す れ ば 、 撮 影 さ れ た 画 像 は 初
期 値 設 定 画 像 と し て 記 憶 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 撮 影 し た 画 像 を 解 析 し 、 白 黒 の 二 値 に 分 離 す る 。 各 画 素 の 明 る さ を 求 め 、 あ る 一 定 の
値 す な わ ち 閾 値 を 越 え た も の を 白 、 閾 値 に 達 し な い も の を 黒 と し て 区 分 す る 。 屋 外 で あ れ
ば 空 、 室 内 で あ れ ば 明 る い 窓 な ど を 背 景 と し て 使 用 者 自 身 を 撮 影 し 、 二 値 化 す れ ば 撮 影 者
の シ ル エ ッ ト と な り 、 デ ィ ス プ レ イ ２ ６ に 表 示 さ れ る （ ｃ ） 。 こ の シ ル エ ッ ト の 顔 部 分 を
、 ポ イ ン テ ィ ン グ の 基 準 と な る エ リ ア ４ ２ と す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
こ こ で 、 表 示 画 面 に 記 さ れ た ｘ お よ び ｙ 座 標 の 規 準 線 ２ ８ ｘ お よ び ２ ８ ｙ と 、 エ リ ア ４ ２
の 交 点 が １ 箇 所 づ つ 選 択 さ れ 、 そ れ ぞ れ ｘ １ お よ び ｙ １ と し て 記 憶 さ れ る 。 輪 郭 が 明 瞭 で
な い 、 背 景 と の 明 暗 差 が 足 り な い な ど の 理 由 で 明 確 な エ リ ア ４ ２ が 定 義 で き な い 場 合 は 、
エ ラ ー メ ッ セ ー ジ が デ ィ ス プ レ イ ２ ６ に 表 示 さ れ 、 （ ａ ） に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
エ リ ア ４ ２ が 正 し く 定 義 さ れ 、 ２ ８ ｘ お よ び ２ ８ ｙ と の 交 点 ｘ １ お よ び ｙ １ が 操 作 キ ー の
操 作 に よ り 確 定 し 、 記 憶 さ れ た の ち 文 字 入 力 モ ー ド と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ４ に 示 す よ う な ソ フ ト ウ ェ ア キ ー ボ ー ド ４ ４ が 表 示 さ れ 、 カ ー ソ ル ４ ６ に よ り 選 択 さ れ
た 文 字 が 画 面 上 方 に 表 示 さ れ る 。 こ の 実 施 例 で は １ ０ 行 × ７ 段 の 表 示 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
こ こ で 図 ３ （ ｄ ） の よ う に デ ィ ス プ レ イ ２ ６ の 表 示 画 面 ４ ０ 上 で 左 端 か ら ｘ １ ま で を ｄ ｘ
、 上 端 か ら ｙ １ ま で を ｄ ｙ と し 、 左 右 長 を Ｈ 、 上 下 長 を Ｖ と す る と 、 カ ー ソ ル ４ ６ の 初 期
位 置 は ｘ ＝ １ ０ ｄ ｘ ／ Ｈ （ 行 目 ） 、 ｙ ＝ ７ ｄ ｙ ／ Ｖ （ 段 目 ） と な る 。 （ 端 数 切 捨 て 、 原 点
は 画 面 左 上 ）
こ こ か ら カ ー ソ ル ４ ６ を 上 下 左 右 に 移 動 さ せ る た め に は 、 図 ５ の よ う に 携 帯 端 末 装 置 １ ０
全 体 を 上 下 左 右 に 振 る 。 こ れ に よ っ て 図 ６ の よ う に カ メ ラ １ ６ で 撮 影 さ れ て い る エ リ ア ４
２ が 上 下 左 右 に 動 き 、 ｄ ｘ お よ び ｄ ｙ が 変 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
こ の と き 図 ３ （ ｃ ） で 記 憶 さ れ た ｘ １ 、 ｙ １ に お け る ｄ ｘ 、 ｄ ｙ を 基 準 と し て 、 携 帯 端 末
装 置 １ ０ を 振 っ た こ と に よ る ｄ ｘ 、 ｄ ｙ の 変 位 量 を ソ フ ト ウ ェ ア キ ー ボ ー ド ４ ４ 上 の カ ー
ソ ル ４ ６ の 移 動 量 に 換 算 し 、 カ ー ソ ル ４ ６ を 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
た と え ば 図 ７ の よ う に 「 通 信 」 と 入 力 す る 場 合 は カ ー ソ ル ４ ６ を 「 つ 」 に 移 動 さ せ 操 作 ボ
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タ ン ２ ４ で 決 定 、 同 様 に 「 う 」 「 し 」 「 ん 」 と 入 力 し て 操 作 ボ タ ン ２ ４ で 変 換 を 選 択 す る
と 図 ７ の よ う な 変 換 候 補 一 覧 ４ ８ が 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
変 換 候 補 一 覧 ４ ８ の 中 か ら 、 携 帯 端 末 装 置 １ ０ を 上 下 に 振 る こ と に よ り カ ー ソ ル ５ ０ を 移
動 さ せ て 希 望 す る 候 補 を 選 択 し 、 操 作 ボ タ ン ２ ４ で 決 定 す る 。 以 上 の 操 作 、 す な わ ち ボ タ
ン 操 作 ６ 回 で 「 通 信 」 と 入 力 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
こ こ で カ ー ソ ル ４ ６ の 移 動 量 は 本 実 施 例 の よ う に １ ０ 行 × ７ 段 の 場 合 、 縦 Ｖ ド ッ ト 、 横 Ｈ
ド ッ ト と し て 、 ｄ ｘ が Ｈ ／ １ ０ ド ッ ト 移 動 す れ ば カ ー ソ ル ４ ６ が 横 に １ マ ス 移 動 す る よ う
に 設 定 し て も よ い が 、 デ ィ ス プ レ イ ２ ６ が Ｌ Ｃ Ｄ 表 示 板 の 場 合 は 、 余 り 正 面 か ら 外 れ た 位
置 か ら 角 度 を 付 け て 見 る と 明 暗 が 識 別 し に く く な る た め 、 携 帯 端 末 装 置 １ ０ の 振 れ 量 と カ
ー ソ ル ４ ６ の 移 動 量 に 適 宜 係 数 を 設 定 し 、 少 し の 振 れ 量 で カ ー ソ ル ４ ６ が 移 動 す る よ う に
し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
し か し 、 カ ー ソ ル ４ ６ を ソ フ ト ウ ェ ア キ ー ボ ー ド ４ ４ の 端 か ら 端 へ 移 動 さ せ た い 場 合 な ど
、 デ ィ ス プ レ イ ２ ６ を 目 視 し な が ら 携 帯 端 末 装 置 １ ０ を 傾 け る の は 操 作 性 が 悪 い 。 さ ら に
、 カ ー ソ ル ４ ６ を １ マ ス だ け 移 動 さ せ る 際 に は 移 動 量 が 敏 感 過 ぎ て も 操 作 性 が 悪 い 。 そ こ
で 携 帯 端 末 装 置 １ ０ を ゆ っ く り 振 っ た と き 、 カ ー ソ ル ４ ６ は 振 れ 量 よ り も 少 な く 移 動 し 、
素 早 く 振 っ た と き は カ ー ソ ル ４ ６ は 大 き く 移 動 す る よ う に す れ ば 、 カ ー ソ ル ４ ６ を 迅 速 か
つ 正 確 に 移 動 で き る 。 こ の 場 合 、 エ リ ア ４ ２ の 移 動 量 と カ ー ソ ル ４ ６ の 移 動 量 を カ ー ソ ル
移 動 後 に 補 正 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
さ ら に 本 実 施 例 で は 、 図 ６ の よ う に 携 帯 端 末 装 置 １ ０ を 上 に 向 け れ ば カ ー ソ ル ４ ６ が 下 へ
移 動 す る 、 所 謂 リ バ ー ス 操 作 が 基 本 と な る が 、 使 用 者 の 好 み で 適 宜 変 更 で き る 機 能 を 持 た
せ 、 携 帯 端 末 装 置 １ ０ を 上 に 向 け る と カ ー ソ ル ４ ６ も 上 に 移 動 す る 、 所 謂 ノ ー マ ル 操 作 と
切 替 え ら れ る よ う に す れ ば 更 に 使 い 易 く な る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
さ ら に 、 本 願 の ｘ 、 ｙ 方 向 に 加 え て 斜 め 方 向 の 動 き も 検 出 で き る よ う に す る こ と で 更 に 複
雑 な 処 理 も 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
す な わ ち 、 ｚ １ （ ｘ １ 、 ｙ １ ） か ら ｚ ２ （ ｘ ２ 、 ｙ ２ ） へ の 移 動 量 Δ ｚ を
Δ ｚ ＝ ｚ １ － ｚ ２ ＝ √ （ （ ｘ １ － ｘ ２ ） ＾ ２ 　 ＋ 　 　 （ ｙ １ － ｙ ２ ） ＾ ２ ）
と し て 検 出 し 、 目 や 鼻 な ど の 座 標 を ピ ン ポ イ ン ト で 基 準 に 設 定 す る こ と で 、 よ り 高 速 に カ
ー ソ ル を 制 御 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
な お 、 本 実 施 例 で は 操 作 ボ タ ン ２ ４ で 決 定 を 行 な っ て い る が 、 ソ フ ト ウ ェ ア キ ー ボ ー ド ４
４ 上 の リ タ ー ン キ ー に よ り 決 定 を 行 な っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 リ タ ー ン キ ー 上 に カ ー ソ ル
４ ６ を １ 秒 以 上 置 け ば リ タ ー ン と な る 等 の 設 定 を 行 な う 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
ま た 、 カ メ ラ １ ６ に よ る 撮 影 映 像 で は な く 、 水 準 器 や 速 度 セ ン サ を 本 体 に 内 蔵 さ せ 、 携 帯
端 末 装 置 １ ０ の ｘ ｙ 方 向 の 傾 き を 検 知 す る こ と で カ ー ソ ル ４ ６ を 移 動 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 記 構 成 と し た の で 、 カ メ ラ か ら の 画 像 を 元 に し て ポ イ ン テ ィ ン グ を 行 な い 、 文
字 入 力 時 の カ ー ソ ル 移 動 を 行 な う 携 帯 端 末 装 置 を 提 供 す る こ と が で き た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 １ に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 １ に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 １ に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の 使 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 １ に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の 文 字 入 力 画 面 で あ る 。
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【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 １ に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の 使 用 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 形 態 １ に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の 文 字 入 力 概 念 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 実 施 形 態 １ に 係 る 携 帯 端 末 装 置 の 漢 字 変 換 画 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ 　 　 携 帯 端 末 装 置
１ ２ 　 　 表 示 部
１ ４ 　 　 操 作 部
１ ６ 　 　 カ メ ラ
１ ８ 　 　 連 結 部
２ ０ 　 　 表 示 面
２ ２ 　 　 操 作 面
２ ４ 　 　 操 作 ボ タ ン
２ ６ 　 　 デ ィ ス プ レ イ
３ ０ 　 　 Ｃ Ｐ Ｕ
４ ０ 　 　 表 示 画 面
４ ４ 　 　 五 十 音 表
４ ６ 　 　 カ ー ソ ル
４ ８ 　 　 変 換 候 補 一 覧
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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